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毎
年
８
月
に
な

る
と
、
戦
争
の
記

憶
を
新
た
に
す
る

番
組
や
記
事
が
テ

レ
ビ
や
新
聞
を
埋

め
尽
く
す
▼
終
戦
の
日
、
筆
者

は
７
歳
、
国
民
学
校
２
年
生
だ

っ
た
。
１
年
生
の
時
、
学
童
集

団
疎
開
を
憂
慮
し
た
母
の
意
志

で
箕
面
の
親
類
の
家
へ
預
け
ら

れ
た
。
１
〜
６
年
生
ま
で
隊
列

を
組
ん
で
登
校
す
る
頭
上
を
Ｂ

29
が
飛
来
す
る
と
、
道
路
の
横

の
溝
や
田
ん
ぼ
の
あ
ぜ
道
に
伏

せ
た
。
時
々
低
空
飛
行
し
な
が

ら
機
銃
掃
射
が
道
路
の
上
を
走

る
の
を
見
た
が
な
ぜ
か
何
も
感

じ
な
か
っ
た
。
箕
面
の
田
舎
も

決
し
て
安
全
で
は
な
か
っ
た
▼

昭
和
20
年
３
月
、
大
阪
駅
周
辺

が
大
空
襲
を
受
け
た
同
じ
時
間

帯
に
、
京
都
駅
か
ら
福
知
山
線

経
由
で
父
母
の
郷
里
鳥
取
へ
と

脱
出
し
た
。
当
初
大
阪
駅
か
ら

乗
る
予
定
を
、
母
の
勘
が
京
都

駅
へ
変
え
た
。
一
家
全
滅
を
免

れ
た
。
昭
和
19
年
秋
、
42
歳
で

召
集
さ
れ
た
父
は
つ
い
に
帰
っ

て
こ
な
か
っ
た
。
筆
者
の
さ
さ

や
か
な
戦
争
体
験
だ
▼
終
戦
後

65
年
を
経
て
、
戦
争
の
最
前
線

か
ら
の
生
還
者
た
ち
が
少
し
ず

つ
重
い
口
を
開
き
始
め
た
。
戦

争
の
悲
惨
さ
、
無
意
味
、
帰
還

で
き
な
か
っ
た
人
々
の
無
念
さ

を
戦
争
を
知
ら
な
い
世
代
に
伝

え
、
二
度
と
繰
り
返
し
て
は
い

け
な
い
と
訴
え
て
い
る
▼
国
民

の
命
を
大
事
に
し
な
い
為
政
者

を
、
国
の
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
持

つ
こ
と
の
恐
ろ
し
さ
に
つ
い
て

検
証
す
る
番
組
や
特
集
が
組
ま

れ
て
い
る
。
し
か
し
、
ラ
ジ
オ

や
新
聞
な
ど
メ
デ
ィ
ア
が
戦
争

の
片
棒
を
担
い
だ
事
実
を
わ
れ

わ
れ
は
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。

現
在
で
も
、
時
と
し
て
メ
デ
ィ

ア
が
政
府
に
迎
合
し
て
い
る
と

思
わ
れ
る
節
が
あ
る
か
ら
だ
。

し
っ
か
り
と
目
を
見
開
き
、
国

の
政
治
や
外
交
、
報
道
の
真
否

を
見
極
め
て
い
き
た
い（
硝
子
）

６面

５面

沖縄ダイビング＆平和ツアー感想文 ３面

協会ウェブサイトがリニューアル

・
少
な
い
年
金
で
苦
労
し
て
い

ま
す
。
こ
れ
以
上
負
担
が
増
え

る
と
生
活
で
き
ま
せ
ん
。

 

　

（
灘
区
）

・
不
景
気
に
な
り
、
生
活
す
べ

て
を
倹
約
し
苦
し
く
な
っ
て
い

ま
す
。
そ
の
中
で
、
倹
約
で
き

な
い
の
が
医
療
費
で
す
。
家
計

の
中
で
、
非
常
に
負
担
に
な
っ

て
い
ま
す
。
体
調
が
悪
い
の
に

受
診
で
き
ず
、
が
ま
ん
す
る
の

は
苦
痛
で
す
。 

（
西
区
）

・
不
況
に
よ
り
収
入
は
少
な
く

な
っ
て
い
ま
す
。
国
民
年
金
も

生
活
ギ
リ
ギ
リ
の
状
態
で
す
。

医
療
費
も
値
上
げ
さ
れ
、
も
う

限
界
で
す
。 

（
中
央
区
）

・
国
民
年
金
生
活
で
困
っ
て
い

る
の
で
、
医
者
に
か
か
れ
ま
せ

ん
。 

（
西
宮
市
）

・
長
い
間
３
割
負
担
だ
っ
た
の

が
、
や
っ
と
１
割
負
担
に
な
り

ま
し
た
。
昔
は
、
保
険
本
人
は

無
料
だ
っ
た
。
負
担
は
ゼ
ロ
が

当
然
だ
と
思
う
。 

（
北
区
）

　

協
会
は
「
患
者
負
担
の
大
幅
軽
減
を
求
め

る
」
署
名
を
継
続
し
て
い
る
が
、
ポ
ケ
ッ
ト
テ

ィ
ッ
シ
ュ
に
添
付
し
た
は
が
き
署
名
が
１
千
筆

超
集
ま
り
、「
体
調
が
悪
く
て
も
受
診
で
き
な

い
」「
負
担
が
高
く
受
診
を
た
め
ら
っ
て
し
ま

う
」
な
ど
、
切
実
な
声
が
多
く
寄
せ
ら
れ
て
い

る
。
協
会
は
理
事
を
先
頭
に
同
署
名
に
粘
り
強

く
取
り
組
む
こ
と
に
し
て
お
り
、
引
き
続
い
て

の
会
員
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
た
い
。
患
者
・

市
民
の
「
生
の
声
」
を
紹
介
す
る
。

・
高
い
保
険
料
を
支
払
っ
て
い

る
の
に
、
医
療
を
受
け
る
と
ま

た
多
く
の
支
払
い
が
い
る
。
医

療
費
負
担
は
無
料
に
。
３
割
か

ら
せ
め
て
１
割
に
す

べ
き
。 

（
垂
水
区
）

・
年
金
生
活
者
に
と

っ
て
、
保
険
料
負
担

に
加
え
て
医
療
費
の

自
己
負
担
は
ひ
ど
す

ぎ
ま
す
。

 

（
宝
塚
市
）

・
年
齢
を
重
ね
る
と

少
し
ず
つ
ど
こ
か
悪

い
よ
う
な
気
が
し
ま

す
が
、
し
ば
ら
く
は

自
己
免
疫
力
を
頼
っ

て
様
子
を
み
ま
す
。

で
も
本
当
に
悪
く
な

っ
た
と
き
が
心
配
で

す
。 

（
宝
塚
市
）

・
風
邪
を
ひ
い
て
受
診
を
ひ
か

え
て
、
よ
け
い
に
こ
じ
ら
せ
た

こ
と
が
あ
り
ま
す
。
今
で
は
、

　

協
会
・
保
団
連
は
８
月
３

日
、
参
議
院
選
挙
後
初
め
て
と

な
る
国
会
要
請
行
動
を
実
施
し

た
。
兵
庫
か
ら
は
、
吉
岡
正
雄

協
会
副
理
事
長
と
「
共
済
の
今

日
と
未
来
を
考
え
る
兵
庫
懇
話

会
」（
懇
話
会
）
か
ら
県
知
的

障
害
者
互
助
会
の
宮
垣
博
幸
理

事
と
木
村
ゆ
み
事
務
局
員
な
ど

７
人
が
参
加
。「
保
険
業
法
再

改
正
法
案
」
の
早
期
成
立
、
診

療
報
酬
に
か
か
わ
る
事
業
税
の

非
課
税
措
置
と
租
税
特
別
措
置

法
26
・
67
条
の
存
続
、
患
者
窓

口
負
担
の
大
幅
軽
減
な
ど
を
地

元
国
会
議
員
や
財
務
省
、
全
国

知
事
会
に
要
請
し
た
。

　

地
元
議
員
へ
の
要
請
で
は
、

浜
本
宏
衆
院
議
員
（
民
主
）
と

の
国
会
で
は
継
続
審
議
に
な
っ

た
が
、
民
主
・
自
民
両
党
が
合

意
し
て
い
る
法
案
。
次
の
国
会

で
の
成
立
を
め
ざ
し
た
い
」
と

の
見
解
を
示
し
た
。
室
井
氏

も
、「
参
議
院
の
勢
力
が
変
わ

窓口負担軽減を求める意見が多数寄せられた

「経済不安で押し潰されそう」
「体調悪いのに受診をがまん」

参院選後初の
国会要請行動

低
所
得
者
は
本
当
に
病
院
は
高

く
感
じ
ま
す
。 

（
三
木
市
）

・
年
を
重
ね
る
ご
と
に
不
安
が

つ
の
り
ま
す
。
老
人
を
粗
末
に

す
る
国
に
は
未
来
は

な
い
。 

（
西
宮
市
）

・
特
別
悪
く
も
な
く

病
院
に
か
か
る
の
は

ど
う
か
と
思
い
ま
す

が
、
本
当
に
か
か
り

た
い
時
に
手
遅
れ
に

な
る
の
で
は
と
考
え

ま
す
。 

（
兵
庫
区
）

・
生
活
保
護
を
受
け

て
お
ら
れ
る
人
と
同

じ
よ
う
な
年
金
で
ぎ

り
ぎ
り
切
り
つ
め
て

の
生
活
で
す
。
昨
年

か
ら
１
日
２
食
に
し

て
い
ま
す
が
、
交
際

費
は
と
て
も
大
変
で
す
。

 

（
灘
区
）

・
医
療
費
が
高
い
の
で
、
歯
医

者
で
虫
歯
の
治
療
を
受
け
る
の

も
正
直
た
め
ら
っ
て
し
ま
い
ま

す
。
病
院
ぐ
ら
い
躊
躇
せ
ず
行

け
る
国
に
し
て
ほ
し
い
。

 

（
西
区
）

・
生
活
保
護
基
準
以
下
で
生
活

を
し
て
い
ま
す
。
毎
月
の
国
保

料
の
支
払
い
、
窓
口
負
担
が
と

て
も
重
い
で
す
。
今
年
は
病
院

に
行
く
の
を
や
め
て
い
ま
す
。

１
日
も
行
け
て
い
な
い
。

 

（
須
磨
区
）

・
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
先
進
資
本
主
義

国
の
医
療
は
、
無
料
で
す
。
日

本
も
早
く
そ
う
な
っ
て
ほ
し
い

で
す
。 

（
明
石
市
）

・
年
金
生
活
で
す
。
75
歳
以
上

の
老
人
の
医
療
費
は
、
１
割
〜

無
料
と
し
て
く
だ
さ
い
。

 

　

（
姫
路
市
）

・
昔
の
よ
う
に
、
３
割
を
１
割

負
担
に
戻
し
て
ほ
し
い
。

 

（
垂
水
区
）

・
現
在
は
60
歳
代
で
す
が
、
こ

れ
か
ら
ま
す
ま
す
医
療
費
が
か

さ
む
と
思
う
と
恐
ろ
し
い
で

す
。
身
体
・
精
神
的
ダ
メ
ー
ジ

の
上
に
、
経
済
的
不
安
で
時
と

し
て
押
し
つ
ぶ
さ
れ
そ
う
で

す
。 

（
垂
水
区
）

・
救
え
る
命
を
奪
わ
な
い
で
く

だ
さ
い
。 

（
姫
路
市
）

・
医
療
制
度
を
弱
者
の
立
場
で

見
直
し
て
く
だ
さ
い
。
負
担
軽

減
を
お
願
い
し
ま
す
。

 

（
芦
屋
市
）

引
き
続
き
、
患
者

署
名
に
ご
協
力
を

　

患
者
負
担
軽
減
の
署
名
の
た

め
の
解
説
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
、
ポ

ス
タ
ー
、
署
名
回
収
ボ
ッ
ク
ス

な
ど
も
用
意
し
て
お
り
ま
す
。

署
名
と
あ
わ
せ
て
院
内
窓
口
な

ど
で
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

　

追
加
注
文
は
、
☎
078―

393―

１
８
０
７　

協
会
事
務
局
ま
で

っ
た
が
、
国
民
生
活
に
か
か
わ

る
こ
と
は
確
実
に
審
議
を
進
め

て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」

と
述
べ
た
。
協
会
・
懇
話
会
側

は
自
主
共
済
団
体
の
窮
状
を
説

明
し
、
法
案
成
立
へ
の
協
力
を

あ
ら
た
め
て
訴
え
た
。

財
務
省
に
医
業
税
制

存
続
要
請

　

吉
岡
副
理
事
長
、
住
江
憲
勇

保
団
連
会
長
ら
は
、
会
員
か
ら

寄
せ
ら
れ
た
事
業
税
非
課
税
措

置
と
租
税
特
別
措
置
法
26
条
・

67
条
の
存
続
を
求
め
る
署
名
を

財
務
省
へ
追
加
提
出
し
た
（
累

計
６
８
１
筆
）。
財
務
省
側
は

主
税
局
税
制
１
課
課
長
補
佐
の

桜
井
淳
氏
ら
が
応
対
し
た
。

　

桜
井
氏
は
、
他
業
種
と
の
公

平
性
の
観
点
か
ら
26
・
67
条
も

縮
小
す
る
方
向
で
検
討
し
て
い

る
と
し
て
「
４
年
以
内
に
例
外

な
く
見
直
し
て
い
く
」
と
述
べ

た
。

　

吉
岡
副
理
事
長
は
「
措
置
法

が
導
入
さ
れ
た
経
緯
を
理
解
す

べ
き
。
こ
れ
ま
で
診
療
報
酬
が

引
き
下
げ
ら
れ
て
き
た
中
で
措

置
法
を
廃
止
す
れ
ば
、
地
域
医

療
の
崩
壊
は
さ
ら
に
進
む
」
と

指
摘
し
た
。

全
国
知
事
会
と
懇
談

　

全
国
知
事
会
で
は
、
同
会
調

査
第
１
部
長
の
重
松
秀
行
氏
と

事
業
税
非
課
税
措
置
に
つ
い
て

懇
談
し
た
。

　

重
松
氏
は
医
療
機
関
経
営
の

厳
し
さ
に
つ
い
て
理
解
を
示
し

た
も
の
の
、
地
方
財
政
が
窮
迫

し
て
い
る
こ
と
を
強
調
し
た
上

で
、「
簡
素
な
税
制
の
た
め
措

置
法
は
縮
小
し
て
い
く
方
向
で

考
え
て
い
る
」
と
述
べ
た
。

　

吉
岡
副
理
事
長
は
「
事
業
税

が
非
課
税
と
な
っ
て
い
る
の
は

公
定
価
格
で
あ
る
保
険
診
療
部

分
の
み
。
国
民
皆
保
険
を
守
る

と
い
う
医
業
の
公
益
性
に
基
づ

く
税
制
だ
」
と
主
張
。
事
業
税

非
課
税
措
置
へ
の
理
解
を
求
め

た
。

診内研より
子宮頸癌の予防ワクチン

研
面
究

患
者
の声声

患者負担 大幅軽減患者負担 大幅軽減

自
主
共
済
規
制
問
題
な
ど

「
保
険
業
法
改
正
、な
ん
と
し
て
も
」

室
井
秀
子
衆
院
議
員
（
同
）
が

要
請
に
応
じ
た
。

　

保
団
連
の
「
休
業
保
障
制

度
」
な
ど
自
主
共
済
の
継
続
に

道
を
開
く
保
険
業
法
改
正
法
案

に
つ
い
て
浜
本
議
員
は
、「
先

吉岡正雄副理事長（①右）らが室井秀子衆
院議員（同左）、浜本宏衆院議員（②中央）
に要請。財務省では医業税制存続署名を
追加提出した（③）

１

2

3



保団連保団連
夏季セミナー夏季セミナー
７月３７月３、、４４日日 inin 東東京京

２０１０年(平成２２年)８月２５日(毎月３回５・15・25日発行) 第１６３１号(昭和43年６月12日第三種郵便物認可)兵 庫 保 険 医 新 聞 （２）

　

講
座
Ⅰ
「
社
会
保
障
の
根
本

的
拡
充
を―

財
源
問
題
に
も
ふ

れ
て
」（
講
師
・
二
宮
厚
美
神

戸
大
学
教
授
）
に
参
加
し
た
。

　

二
宮
教
授
と
筆
者
は
、
昭
和

40
年
代
中
ご
ろ
、
激
し
か
っ
た

大
学
紛
争
を
経
験
し
た
同
一
世

代
の
者
と
し
て
、
気
脈
の
通
じ

る
と
こ
ろ
が
あ
る
。
久
し
ぶ
り

に
耳
に
し
た
「
一
点
突
破
、
全

◇
出
席　

30
人

◇
情
勢　

①
無
保
険
状
態
の
高

校
生
世
代
約
１
万
人
を
救
済
す

る
改
正
国
保
法
が
施
行
。
県
内

の
対
象
者
は
１
５
３
人
。
②
川

島
県
医
師
会
長
は
「
医
療
ツ
ー

リ
ズ
ム
」
へ
の
反
対
運
動
を
本

格
的
に
展
開
す
る
方
針
を
明
ら

か
に
。
８
月
初
め
ま
で
に
反
対

を
強
調
す
る
「
宣
言
」
を
作
成

す
る
。
③
参
院
選
挙
で
日
本
医

師
連
盟
が
推
薦
・
支
持
し
た
安

藤
高
夫
氏
、
西
島
英
利
氏
、
清

水
鴻
一
郎
氏
の
３
氏
は
全
て
落

選
。
ま
た
医
系
議
員
で
共
産
党

の
小
池
晃
氏
は
、
東
京
都
選
挙

区
に
立
候
補
し
た
が
落
選
。
現

職
の
厚
労
政
務
官
の
足
立
信
也

氏
、
櫻
井
充
氏
は
再
選
。

◇
医
療
運
動
対
策　

①
保
団
連

国
会
要
請
行
動
８
／
３
で
は
、

協
会
と
し
て
事
業
税
問
題
な
ど

を
中
心
に
議
員
要
請
。
②
保
団

連
の
「
受
診
抑
制
」
調
査
に
、

兵
庫
協
会
と
し
て
取
り
組
む
。

③
「
患
者
負
担
軽
減
署
名
」
で

は
役
員
の
署
名
目
標
１
０
０
筆

達
成
す
る
た
め
、
未
達
成
の
役

員
へ
の
協
力
要
請
、
ポ
ケ
ッ
ト

テ
ィ
ッ
シ
ュ
等
宣
伝
物
の
追
加

送
付
等
を
行
う
。
④
県
行
革
連

絡
会
を
通
し
「
２
０
１
０
年
度

要
求
」
を
県
に
提
出
す
る
。

◇
阪
神
淡
路
大
震
災
対
策　

「
被
災
者
生
活
再
建
支
援
法
」

３
次
改
正
へ
向
け
た
全
国
災
対

連
の
署
名
に
取
り
組
む
。

◇
反
核
平
和
運
動
部　

８
月
25

日
〜
30
日
に
開
催
さ
れ
る
Ｉ
Ｐ

Ｐ
Ｎ
Ｗ
（
核
戦
争
防
止
国
際
医

師
会
議
）
世
界
大
会
へ
小
島
副

理
事
長
を
代
表
派
遣
す
る
。

◇
組
織
部　

新
た
に
57
人
に
つ

い
て
会
費
減
免
規
定
を
適
用
。

◇
財
政
部　

09
年
度
消
費
税
と

法
人
収
益
課
税
申
告
・
納
税
が

了
承
さ
れ
た
。

 

（
７
月
24
日
理
事
会
よ
り
）

策
を
行
う
必
要
が
あ
る
。

　

二
宮
教
授
は
解
決
策
と
し

て
、
所
得
の
再
分
配
す
な
わ
ち

所
得
税
の
垂
直
型
所
得
再
分
配

へ
変
換
せ
よ
と
述
べ
ら
れ
た

（
累
進
課
税
強
化
、
法
人
税
の

増
税
）。「
垂
直
型
所
得
再
分

配
」
こ
の
構
築
こ
そ
が
、
前
述

し
た
三
つ
の
難
問
の
解
決
法
で

あ
る
。
す
な
わ
ち
、
一
つ
の
突

破
口
を
開
く
こ
と
に
よ
り
、
他

面
展
開
」「
造
反
有
理
」
と
い

う
言
葉
で
あ
る
。
以
下
に
縷
説

（
る
せ
つ
）
す
る
。

　

現
在
、
日
本
の
ト
リ
レ
ン
マ

と
は
、
①
格
差
・
貧
困
問
題
、

②
デ
フ
レ
不
況
、
③
財
政
赤
字

で
あ
る
、
と
三
つ
に
分
類
さ
れ

た
。
こ
の
３
大
難
問
を
同
時
に

解
決
す
る
こ
と
は
可
能
か
？

　

今
の
民
主
党
政
権
は
、
財
源

（
税
収
）
が
十
分
で
な
い
の

に
、
選
挙
対
策
で
子
ど
も
手
当

て
、
高
速
道
路
無
料
化
、
農
家

の
個
別
所
得
保
障
等
々
、
ば
ら

ま
き
政
策
を
と
っ
て
い
る
。
し

か
し
、
こ
の
よ
う
な
こ
と
が
い

つ
ま
で
も
続
け
ら
れ
る
わ
け
が

な
い
。
い
ず
れ
破
綻
す
る
で
あ

ろ
う
。
も
っ
と
持
続
可
能
な
政

の
難
問
も
連
続
的
に
自
動
的
に

解
決
さ
れ
る
。
一
つ
の
歯
車
が

動
き
出
す
と
、
他
の
歯
車
も
よ

い
方
向
へ
動
く
。
一
つ
の
鎖
が

解
き
ほ
ぐ
さ
れ
る
と
全
体
が
解

決
す
る
。

　

「
一
点
突
破
、
全
面
展
開
」

人
生
に
お
い
て
も
難
問
に
直
面

し
た
と
き
に
も
有
用
で
あ
る
。

蓋
（
け
だ
）
し
名
言
で
あ
る
。

 

【
明
石
市　

永
本　

浩
】

者
に
も
〝
痛
み
〞
を
感
じ
て
も

ら
う
た
め
医
療
費
の
１
割
を
保

険
料
と
し
て
負
担
さ
せ
る
こ

と
。
も
う
ひ
と
つ
は
、
都
道
府

県
を
単
位
と
す
る
広
域
連
合
が

運
営
す
る
こ
と
で
あ
る
。

　

「
中
間
と
り
ま
と
め
」
で
も

こ
の
〝
広
域
化
〞
が
盛
り
込
ま

れ
て
い
る
。
し
か
も
高
齢
者
医

　

民
主
党
は
つ
い

先
日
の
野
党
時

代
、
75
歳
で
医
療

を
差
別
す
る
後
期

高
齢
者
医
療
制
度

高
齢
者
の
〝
医
療
費
の
抑
制
〞

を
目
的
と
し
て
い
た
こ
と
自
体

が
間
違
っ
て
い
た
と
い
う
反
省

が
な
く
、
そ
れ
ど
こ
ろ
か
「
制

度
に
は
利
点
も
あ
っ
た
」
と
高

齢
者
に
受
診
抑
制
を
求
め
る
姿

勢
を
引
き
継
ぎ
、
新
制
度
を
設

計
し
よ
う
と
し
て
い
る
。
こ
れ

で
は
現
行
制
度
と
比
べ
、
よ
り

せ
ば
、
軽
減
措
置
は
す
べ
て
外

さ
れ
、
負
担
増
に
対
す
る
高
齢

者
の
怒
り
が
再
び
噴
出
す
る
こ

と
は
避
け
ら
れ
な
い
だ
ろ
う
。

　

民
主
党
は
昨
年
、
老
健
制
度

に
戻
す
法
案
に
賛
成
し
な
が

ら
、
実
は
当
初
か
ら
、
現
行
制

度
に
は
二
つ
利
点
が
あ
る
と
指

摘
し
て
い
た
。
ひ
と
つ
は
高
齢

基調報告する小島副理事長

の
〝
広
域
化
〞
で
国
保
財
政
は

改
善
す
る
と
い
う
が
、
財
政
悪

化
の
原
因
は
、
か
つ
て
収
入
の

５
割
を
占
め
て
い
た
国
庫
負
担

が
半
分
に
削
減
さ
れ
た
こ
と
に

あ
る
。
弱
者
同
士
が
集
ま
っ
て

も
財
政
が
改
善
さ
れ
る
は
ず
は

な
い
。

　

実
際
に
大
阪
府
で
は
国
保
保

険
料
の
統
一
に
向
け
た
論
議
が

開
始
さ
れ
た
が
、
中
身
は
市
町

か
ら
の
一
般
会
計
繰
入
や
自
治

体
独
自
の
減
免
制
度
の
廃
止
で

あ
る
。
こ
の
よ
う
な
広
域
化

は
、
社
会
保
障
と
し
て
の
国
保

を
、
戦
前
の
〝
助
け
合
い
〞
国

保
に
復
古
さ
せ
る
も
の
だ
。
憲

法
25
条
の
観
点
か
ら
も
見
過
ご

す
こ
と
は
で
き
な
い
。

を「
う
ば
捨
て
山
」と
批
判
し
、

制
度
の
即
時
廃
止
を
公
約
に
掲

げ
た
。
そ
の
公
約
は
い
ま
だ
果

た
さ
れ
ず
、
８
月
20
日
に
高
齢

者
医
療
制
度
改
革
会
議
は
新
制

度
の
「
中
間
と
り
ま
と
め
」
を

公
表
し
た
。

　

新
制
度
の
骨
子
は
、
加
入
者

の
大
部
分
を
国
民
健
康
保
険
に

戻
す
と
し
な
が
ら
、
財
政
は
別

勘
定
に
し
、
保
険
料
は
医
療
費

の
１
割
に
す
る
も
の
。
こ
れ
は

国
民
の
批
判
を
受
け
止
め
ず
、

逆
に
制
度
の
本
質
を
温
存
し
、

「
名
称
」
の
問
題
に
す
り
か
え

よ
う
と
い
う
も
の
だ
。

　

民
主
党
に
は
、
現
行
制
度
が

ま
し
ど
こ
ろ
か
、
よ
り
悪
質
な

医
療
制
度
と
な
る
可
能
性
が
高

い
。

　

現
行
制
度
は
、
国
民
の
大
運

動
で
保
険
料
軽
減
措
置
が
実
現

し
、
高
齢
者
の
負
担
割
合
は
１

割
で
は
な
く
「
実
質
約
７
％
程

度
」
と
厚
労
省
は
算
出
し
て
い

る
。
新
制
度
が
１
割
負
担
に
戻

療
制
度
だ
け
で
な
く
、
市

町
村
国
保
を
も
県
単
位
に

広
域
化
す
る
狙
い
だ
。
こ

医
の
存
在
が
あ

り
、
国
民
皆
保
険

制
度
を
守
る
た
め

に
何
を
す
べ
き
か

と
問
い
か
け
ら
れ

た
。
マ
ス
コ
ミ
と

開
業
医
の
対
立
は

根
深
い
も
の
が
あ

る
よ
う
に
思
う
。

医
療
崩
壊
は
、
国

　

住
江
会
長
の
あ
い
さ
つ
の
次

に
、
わ
が
兵
庫
協
会
の
小
島
修

司
副
理
事
長（
保
団
連
副
会
長
）

の
基
調
提
案
が
あ
っ
た
。
開
業

　

７
月
３
、
４
日
に
東
京
で
開
催
さ
れ
た
保
団
連
第
40
回
夏
季

セ
ミ
ナ
ー
参
加
者
の
感
想
文
を
、
前
号
に
続
き
掲
載
す
る
。

一
点
突
破
、全
面
展
開

参加記③

「
構
造
改
革
」の

行
方
に
注
視
必
要

参加記④

保
料
が
高
く
窓
口
負
担
の
高
い

の
が
最
た
る
原
因
で
は
な
い
だ

ろ
う
か
。

　

医
療
現
場
は
人
材
不
足
が
深

刻
だ
。
マ
ス
コ
ミ
は
こ
の
こ
と

を
も
っ
と
報
道
し
て
く
れ
な
い

の
か
。「
患
者
が
主
役
」
の
医

療
を
め
ざ
す
こ
と
が
、
開
業
医

で
あ
る
わ
れ
わ
れ
が
確
立
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
だ
ろ
う

と
考
え
さ
せ
ら
れ
た
。

　

次
に
、
渡
辺
治
一
橋
大
学
名

誉
教
授
の
記
念
講
演
を
聞
い

た
。
民
主
党
政
権
の
新
段
階
と

日
本
の
行
方
に
つ
い
て
で
あ
っ

た
。
民
主
党
が
政
権
を
と
っ
た

の
は
、
小
泉
構
造
改
革
に
反
対

す
る
地
方
の
声
と
構
造
改
革
に

期
待
す
る
大
都
市
中
間
層
の
票

が
流
れ
込
ん
だ
と
の
こ
と
。
構

造
改
革
に
反
対
し
た
社
民
党
や

共
産
党
に
は
流
れ
な
か
っ
た
の

は
な
ぜ
だ
っ
た
の
か
、
疑
問
に

思
う
と
こ
ろ
だ
。

　

民
主
党
は
、
法
人
税
の
引
き

下
げ
や
消
費
税
増
税
で
構
造
改

革
路
線
に
復
帰
、
推
進
し
て
い

く
つ
も
り
な
の
か
。
注
意
深
く

見
守
っ
て
い
く
必
要
性
を
感
じ

た
。

　

２
日
目
の
分
科
会
は
、
歯
科

医
師
の
需
給
問
題
に
つ
い
て
の

意
見
交
換
で
あ
っ
た
。
保
団
連

政
策
部
員
の
南
條
芳
久
先
生
は

東
京
都
の
歯
科
医
療
機
関
の
窮

状
を
訴
え
て
お
ら
れ
る
。
医
院

経
営
の
危
機
は
歯
科
医
療
の
質

の
低
下
を
招
き
、
将
来
深
刻
な

問
題
と
な
る
こ
と
だ
ろ
う
。

　

助
言
者
の
宮
沢
裕
夫
松
本
歯

科
大
学
教
授
は
、
歯
科
医
師
需

給
問
題
の
経
緯
や
医
師
数
の
推

移
、
そ
れ
に
私
学
で
は
定
員
割

れ
の
問
題
、
大
学
の
統
合
、
指

導
・
教
育
の
問
題
を
熱
く
語
ら

れ
た
。
質
疑
応
答
も
大
変
活
発

で
あ
っ
た
。
イ
ン
プ
ラ
ン
ト
を

保
険
に
入
れ
て
は
と
い
う
発
言

に
は
驚
い
た
。

　

何
か
と
考
え
さ
せ
て
も
ら
っ

た
有
意
義
な
セ
ミ
ナ
ー
で
あ
っ

た
。
来
年
も
ま
た
参
加
さ
せ
て

い
た
だ
き
た
い
。

 

【
三
田
市
・
歯
科　

福
田　

俊
明
】

〝
新
高
齢
者
医
療
制
度
〞に

も
の
申
す

図１ 今次改定の評価
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0.0

24.224.224.2

38.538.538.5

31.9

未回答その他
大いに満足

満足
満足でも満足でも
不満でもない不満でもない
満足でも
不満でもない

不満不満不満

大いに不満

（％）

図2 改訂前と比べた請求額の変化
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ややマイナスややマイナスややマイナス

かなり
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協
会
が
５
月
に
行
っ
た
「
会

員
意
見
実
態
調
査
」
を
掲
載
す

る
（
第
１
回
は
７
月
５
日
付
に

掲
載
）。
今
回
は
「
診
療
報
酬

改
定
」
に
つ
い
て
詳
報
す
る
。

　

政
権
交
代
後
、
初
の
診
療
報

酬
改
定
に
対
す
る
会
員
の
評
価

は
厳
し
い
こ
と
が
明
ら
か
に
な

っ
た
（
図
１
）。
改
定
に
「
不

満
」「
大
い
に
不
満
」
が
あ
わ

せ
て
70
％
に
も
上
っ
て
い
る
。

　

診
療
報
酬
改
定
で
は
、「
大

い
に
不
満
」
31
・
９
％
、「
不

満
」
38
・
５
％
と
合
計
が
70
・

４
％
に
及
ん
だ
。
前
回
08
年
改

定
時
の
78
・
５
％
か
ら
は
下
が

っ
た
も
の
の
、
そ
れ
で
も
７
割

が
不
満
を
表
明
し
て
お
り
、
政

権
交
代
後
の
診
療
報
酬
改
定
が

医
師
、
歯
科
医
師
の
期
待
に
応

え
る
も
の
で
な
か
っ
た
こ
と
は

明
ら
か
で
あ
る
。

　

医
科
歯
科
別
に
み
る
と
、
医

科
で
は
「
不
満
」「
大
い
に
不

満
」
が
76
・
６
％
な
の
に
対

し
、
歯
科
で
は
55
・
５
％
と
、

医
科
で
よ
り
不
満
が
多
い
。
４

月
の
レ
セ
プ
ト
請
求
額
を
改
定

前
と
比
べ
る
と
「
か
な
り
マ
イ

ナ
ス
」
13
・
２
％
、「
や
や
マ

イ
ナ
ス
」
47
・
３
％
で
、
合
計

は
60
・
５
％
と
な
っ
て
い
る
。

前
回
改
定
時
に
は
、
71
・
８
％

だ
っ
た
の
に
比
べ
る
と
少
な
く

は
な
っ
て
い
る
が
、「
や
や
プ

ラ
ス
」「
か
な
り
プ
ラ
ス
」
は

合
計
で
２
・
２
％
と
、「
診
療

報
酬
抜
本
増
」
と
は
ほ
ど
遠
い

こ
と
が
分
か
る
（
図
２
）。

　

今
回
の
改
定
で
影
響
が
大
き

か
っ
た
も
の
は
、
医
科
で
は

「
再
診
料
の
引
き
下
げ
」
が
75

％
で
圧
倒
的
。
以
下
、「
外
来

管
理
加
算
の
５
分
ル
ー
ル
の
撤

廃
」
37
・
５
％
、「
再
診
料
・

明
細
書
発
行
体
制
等
加
算
」
32

・
８
％
と
続
く
。

　

歯
科
で
は
「
初
再
診
料
の
点

数
引
き
上
げ
」
81
・
５
％
が
ト

ッ
プ
。「
歯
科
疾
患
管
理
料
の

点
数
引
き
下
げ
」
77
・
８
％
、

「
乳
幼
児
50
／
１
０
０
加
算
対

象
年
齢
の
６
歳
未
満
へ
の
拡

大
」
59
・
３
％
と
続
い
て
い

る
。

 

今
次
改
定
に
７
割
が「
不
満
」

会
員
意
見
実
態
調
査
②　

診
療
報
酬
改
定
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猛
暑
・
酷
暑
へ
の
適
応
能
力

劣
化
で
、
今
回
が
最
後
の
大
会

参
加
に
な
る
や
も
と
考
え
、
兵

庫
県
代
表
団
と
共
に
バ
ス
で
参

加
を
と
申
し
込
ん
だ
が
や
は
り

無
理
で
、
新
幹
線
で
の
参
加
に

し
た
。
数
回
の
参
加
経
験
で

は
、
う
ち
わ
の
連
続
使
用
で
暑

さ
に
耐
え
た
が
、
空
調
が
整
備

さ
れ
、
汗
か
き
の
私
で
も
普
通

に
大
会
参
加
で
き
、
あ
り
が
た

か
っ
た
。　

４
日
の
開
会
総
会

は
、
多
く
の
海
外
代

表
と
全
国
か
ら
７
４

０
０
人
が
集
ま
り
、

女
性
の
参
加
が
目
立

っ
た
。
５
月
の
Ｎ
Ｐ

Ｔ
（
核
不
拡
散
条

約
）
再
検
討
会
議
を

受
け
、
核
兵
器
廃
絶

が
国
際
的
に
も
現
実

的
課
題
と
な
り
、
地

球
規
模
の
草
の
根
の

運
動
が
国
際
政
治
を

動
か
し
て
い
る
と
確

信
し
、
今
こ
そ
廃
絶

に
向
け
、
非
核
・
平

和
運
動
が
大
切
と
感
じ
た
。

　

６
日
の
平
和
式
典
（
広
島
市

主
催
）
で
秋
葉
忠
利
広
島
市
長

は
、
被
爆
者
の
実
相
・
悲
願
を

世
界
に
伝
え
る
と
と
も
に
、
日

本
政
府
に
対
し
て
非
核
三
原
則

の
法
制
化
と
「
核
の
傘
」
か
ら

の
離
脱
を
求
め
る
宣
言
を
発
表

し
た
。

　

潘
基
文
国
連
事
務
総
長
の
メ

ッ
セ
ー
ジ
は
、「
核
な
き
世
界

の
実
現
は
可
能
だ
」
と
し
た
。

核
廃
絶
と
軍
縮
は
世
界
の
平
和

と
繁
栄
の
た
め
の
最
優
先
課
題

だ
と
強
調
さ
れ
、
国
際
的
に
響

き
合
っ
て
い
る
と
知
り
、
命
を

得
た
思
い
だ
。

　

い
ま
ひ
と
つ
、
子
ど
も
代
表

の
平
和
へ
の
誓
い
。「
紛
争
や

貧
困
の
た
め
に
笑
顔
を
失
っ
た

子
が
多
く
、
身
近
で
も
い
じ
め

や
暴
力
な
ど
悲
し
い
出
来
事
が

あ
り
、
こ
の
現
実
を
解
決
し
な

い
限
り
、
私
た
ち
の
地
球
に
明

る
い
未
来
は
な
い
。
ど
う
し
た

ら
争
い
が
な
く
な
る
の
か
。
ど

う
し
た
ら
み
ん
な
が
笑
顔
に
な

れ
る
の
か
、
過
去
を
学
び
、
強

い
願
い
を
持
っ
て
、
一
人
ひ
と

り
が
行
動
す
れ
ば
、
未
来
を
平

和
に
導
く
こ
と
が
で
き
る
は

ず
」。
感
銘
し
た
。
も
う
少
し

生
き
抜
き
た
い
。

　

５
日
の
動
く
分
科
会
で
見
た

岩
国
基
地
、
呉
軍
港
。
百
聞
は

一
見
に
し
か
ず
。
軍
事
費
も
聖

域
に
し
な
い
で
。

　

６
日
の
朝
、
こ
の
大
会
や
い

ろ
い
ろ
の
集
い
で
お
互
い
に
健

在
を
確
か
め
合
っ
た
愛
知
の
堀

場
英
也
元
保
団
連
会
長
の
訃
報

に
接
し
、
も
う
あ
の
平
和
の
笑

顔
に
会
え
ぬ
残
念
、
ご
冥
福
を

お
祈
り
し
た
。

　

核
抑
止
論
、
軍
事
基
地
に
つ

い
て
学
び
話
し
合
い
た
い
。

 

【
東
灘
区　

口
分
田　

勝
】

Ｔ
再
検
討
会
議
の
意
義
と
今
後

の
課
題
」
と
題
し
講
演
し
た
。

　

冨
田
宏
治
氏
は
、
Ｎ
Ｐ
Ｔ
再

検
討
会
議
が
「
最
終
文
書
」
で

「
核
兵
器
国
に
よ
る
核
軍
縮
・

廃
絶
に
つ
な
が
る
措
置
の
履
行

が
緊
急
に
必
要
で
あ
る
」
と
宣

言
し
た
こ
と
に
つ
い
て
、「
核

兵
器
廃
絶
へ
の
前
進
の
た
め
の

重
要
な
一
歩
だ
」
と
評
価
し

た
。

　

一
方
で
、「
米
国
を
は
じ
め

核
兵
器
国
が
、『
期
限
を
切
っ

た
核
軍
縮
・
廃
絶
の
協
議
開

始
』
や
完
全
廃
絶
へ
の
『
ロ
ー

ド
マ
ッ
プ
』
策
定
の
会
議
招
集

に
抵
抗
し
た
こ
と
も
事
実
だ
」

と
し
、
そ
の
背
景
に
あ
る
「
核

抑
止
力
」
論
を
克
服
す
る
必
要

性
を
訴
え
た
。

　

総
会
議
事
で
は
、
来
年
度
方

針
を
確
認
す
る
と
と
も
に
、
日

本
政
府
が
原
発
輸
出
の
た
め
に

Ｎ
Ｐ
Ｔ
非
加
盟
国
の
イ
ン
ド
と

「
日
印
原
子
力
協
定
」
を
締
結

し
よ
う
と
し
て
い
る
こ
と
に
反

対
す
る
決
議
を
あ
げ
た
。

海
の
島
々
や
座
間

味
の
海
岸
線
を
堪

能
し
ま
し
た
。

　

夕
食
は
民
宿
の

経
営
す
る
レ
ス
ト

ラ
ン
へ
。
オ
リ
オ

ン
ビ
ー
ル
と
泡
盛

で
、
し
た
た
か
酔

っ
た
後
、
酔
い
覚

ま
し
た
。

　

私
は
バ
イ
ク
を
借
り
て
約
３

時
間
の
島
一
周
を
し
ま
し
た
。

だ
〜
れ
も
い
な
い
海
、
道
か
ら

５
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
の
ジ
ャ
ン
グ

ル
（
？
）
を
抜
け
る
だ
け
で
３

０
０
メ
ー
ト
ル
を
超
え
る
で
あ

ろ
う
白
い
砂
浜
を
独
り
占
め
で

き
ま
し
た
。
映
画
で
有
名
に
な

っ
た
ワ
ン
ち
ゃ
ん

の
マ
リ
リ
ン
像
に

ハ
グ
し
、
数
カ
所

あ
る
絶
景
の
展
望

台
で
は
、
東
シ
ナ

諸
島
の
小
さ
な
島
々
は
、
さ
な

が
ら
宝
石
の
よ
う
に
輝
い
て
い

ま
し
た
。
デ
ッ
キ
で
心
地
よ
い

風
に
吹
か
れ
て
い
る
と
、
50
分

ほ
ど
で
座
間
味
の
港
に
到
着
し

　

那
覇
か
ら
座
間
味
に
向
か
う

海
路
は
、
ど
こ
ま
で
も
透
き
通

っ
た
空
と
海
の
接
点
を
探
す
旅

で
し
た
。
慶
良
間
（
け
ら
ま
）

と
い
う
大
変
貴
重
な
経
験
を
し

ま
し
た
。

　

夜
に
は
沖
縄
県
保
険
医
協
会

の
仲
里
尚
実
会
長
と
高
嶺
朝
広

副
会
長
か
ら
、
沖
縄
の
歴
史
や

現
況
な
ど
に
つ
い
て
丁
寧
に
教

え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。「
本

土
で
は
わ
か
ら
な
い
沖
縄
」
に

つ
い
て
の
理
解
と
、
お
互
い
の

　

地
上
戦
の
激
し
さ
と

日
米
両
軍
の
損
害
は
も

と
よ
り
、
避
難
中
の
住

民
も
戦
闘
に
巻
き
込
ま

れ
、
犠
牲
者
の
数
は
軍

人
を
上
回
る
と
い
う
事

実
に
が
く
ぜ
ん
と
し
ま

し
た
。
な
か
で
も
日
本

兵
と
見
ら
れ
る
遺
骨
を

埋
没
壕
か
ら
発
掘
中
の

現
場
に
案
内
し
て
い
た

だ
き
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

で
発
掘
さ
れ
て
い
る
方

に
詳
し
い
お
話
を
伺
う

に
沖
縄
中
・
南
部
戦
跡
の
案
内

を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

１
日
目
は
移
動
だ
け
で
し
た

が
、
２
日
目
は
稲
福
勉
さ
ん

（
沖
縄
平
和
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
）

　

核
戦
争
を
防
止
す
る
兵
庫
県

医
師
の
会
（
兵
庫
県
反
核
医
師

の
会
）
は
７
月
31
日
、
第
29
回

総
会
を
協
会
会
議
室
で
開
催
、

会
員
ら
30
人
が

参
加
し
た
。

　

記
念
講
演
で

は
、
原
水
爆
禁

止
世
界
大
会
国

際
会
議
起
草
委

員
長
の
冨
田
宏

治
関
西
学
院
大

学
教
授
が
「
２

０
１
０
年
Ｎ
Ｐ

た
し
ま
す
。

【
丹
波
市
・
歯
科

 

　

水
野　

良
司
】

　

来
年
も
こ
の
ツ
ア
ー
が
企
画

さ
れ
る
よ
う
で
し
た
ら
、
ぜ
ひ

参
加
さ
れ
る
こ
と
を
お
薦
め
い

　

協
会
文
化
部
と
反
核
・
平
和
運
動
部
は
、
７
月
17
日
〜
19
日

に
沖
縄
ダ
イ
ビ
ン
グ
＆
平
和
ツ
ア
ー
を
開
催
。
７
人
が
参
加

し
、
沖
縄
協
会
と
の
交
流
会
も
行
っ
た
。「
ぜ
ひ
来
年
も
開
催

を
」
と
の
声
も
寄
せ
ら
れ
、
文
化
部
と
し
て
も
検
討
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
る
。
参
加
者
の
感
想
文
を
紹
介
す
る
。

 

（
加
藤
隆
久
文
化
部
長
）

ま
し
を
兼
ね
、
小
島
先
生
お
勧

め
の
夜
空
を
見
に
、
歩
い
て
５

分
程
度
の
港
へ
。
見
上
げ
る
と

び
っ
く
り
、
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム

よ
り
多
い
満
天
の
星
空
に
圧
倒

さ
れ
ま
し
た
。
仰
向
け
に
寝
転

ん
で
い
る
と
吸
い
込
ま
れ
そ
う

で
す
。

　

２
日
目
は
、
慶
良
間
の
素
晴

ら
し
き
海
に
抱
か
れ
に
港
を
出

ま
し
た
。
ポ
イ
ン
ト
に
着
い
て

装
備
を
し
て
、
い
ざ
海
中
へ
。

　

あ
り
き
た
り
で
す
が
「
美
し

い
」
の
一
言
で
す
。
青
い
海
は

ど
こ
ま
で
も
透
明
で
、
降
り
注

ぐ
太
陽
の
光
は
レ
ー
ス
越
し
の

よ
う
に
そ
の
表
情
を
変
え
ま

す
。
海
底
は
細
か
い
起
伏
に
富

ん
で
い
て
、
白
い
砂
地
や
色
と

り
ど
り
の
サ
ン
ゴ
の
つ
い
た
岩

礁
は
ジ
オ
ラ
マ
の
地
球
の
よ
う

で
す
。
そ
こ
に
は
、
色
も
形
も

大
き
さ
も
さ
ま
ざ
ま
な
魚
は
も

ち
ろ
ん
、
エ
ビ
・
貝
・
ナ
マ
コ

・
ヒ
ト
デ
な
ど
の
海
洋
生
物
が

い
て
、
多
様
性
の
美
を
形
作
っ

て
い
ま
し
た
。

　

港
に
戻
る
と
南
国
特
有
の
ス

コ
ー
ル
。
慶
良
間
海
洋
文
化
館

へ
行
き
、
館
長
の
オ
ジ
イ
か
ら

慶
良
間
の
戦
争
を
含
め
た
お
話

を
た
っ
ぷ
り
聴
か
せ
て
も
ら
い

ま
し
た
。
と
て
も
勉
強
に
な
り

ま
し
た
。

　

そ
ん
な
こ
ん
な
の
ダ
イ
ビ
ン

グ
ツ
ア
ー
を
終
え
、
平
和
ツ
ア

ー
組
と
合
流
す
る
た
め
、
那
覇

へ
と
向
か
う
高
速
船
に
再
び
乗

り
込
み
ま
し
た
。
こ
ん
な
自
然

の
「
素
」
の
美
し
さ
を
肌
に
感

じ
さ
せ
ら
れ
る
と
、
平
和
の
す

ば
ら
し
さ
に
感
謝
で
す
。

【
川
西
市
・
歯
科

 

堀
池　

周
司
】

求　

人

◇
歯
科
医
師

◇
勤
務
地　

豊
岡
市
立
野

２
０
０―

７
（
Ｊ
Ｒ
豊
岡

駅
10
分
）

◇
条　

件　

経
験
２
年
以

上
、
２
年
ぐ
ら
い
勤
務
可

能
な
方
（
短
期
間
で
も
す

ぐ
な
ら
可
）

◇
委
細
面
談
の
う
え

◇
お
問
い
合
わ
せ
は
、

☎
078―

393―

１
８
０
９　

協
会
・
松
村
ま
で

貸
医
院（
医
・
歯
）

◇
所
在
地　

三
田
市
中
央

町
３―

８
（
Ｊ
Ｒ
・
神
戸

電
鉄
三
田
駅
徒
歩
３
分
）

◇
平
成
20
年
12
月
ま
で
歯

科
盛
業

◇
４
階
建
て
２
階
部
分
27

坪　

駐
車
場
あ
り
（
１
階

　

耳
鼻
咽
喉
科
）

◇
お
問
い
合
わ
せ
は
、

☎
078―

393―

１
８
０
９　

協
会
・
松
村
ま
で

本
山　

新
三
先
生

篠
山
市　

内
科

７
月
14
日　

享
年
80
歳

木
村　

政
美
先
生

須
磨
区　
内
・
胃
・
小
・
放
科

７
月
24
日　

享
年
76
歳

山
口　

幸
明
先
生

中
央
区　

産
婦
人
科

７
月
26
日　

享
年
85
歳

瀬
藤　

英
嗣
先
生

東
灘
区　

耳
鼻
咽
喉
科

７
月
27
日　

享
年
70
歳

村
上　

泰
人
先
生

加
西
市　

歯
科

７
月
27
日　

享
年
69
歳

中
村　

照
彦
先
生

中
央
区　

小
児
・
内
科

８
月
３
日　

享
年
79
歳

会
員
訃
報

沖縄・平和ツアー

見て、聞き、学んだ

沖縄の歴史と現状

感

想

文

沖縄・ダイビングツアー

美しく透明な海、

降り注ぐ太陽の光

感

想

文

沖縄協会の仲里会長（前列左）、
高嶺副会長（同右）と交流　 　

閉会総会にて。左から筆者、井村先生、
脇野理事、加藤副理事長 　　　　　　 

ダイビングで美しい海を楽しんだ
（筆者は前列中央）

講演する冨田氏

原
水
爆
禁
止
２
０
１
０
年
世
界
大
会
に
協
会
役
員
が
参
加

原
水
爆
禁
止
２
０
１
０
年
世
界
大
会
に
協
会
役
員
が
参
加

運
動
が
国
際
政
治
動
か
す
と
確
信

感 想 文

反
核
医
師
の
会
・
総
会

反
核
医
師
の
会
・
総
会

「
核
抑
止
力
」論
の
克
服
を

　

原
水
爆
禁
止
２
０
１
０
年
世

界
大
会
広
島
が
、
８
月
４
日
か

ら
６
日
ま
で
開
催
さ
れ
た
。
大

会
は
、「
核
兵
器
廃
絶
」
と

「
被
爆
者
援
護
」
を
目
的
に
、

55
年
以
来
、
毎
年
広
島
と
長
崎

で
行
わ
れ
、
世
界
中
か
ら
反
核

に
取
り
組
む
Ｎ
Ｇ
Ｏ
や
国
際
機

関
、
政
府
の
代
表
が
集
ま
る
。

今
年
は
、
ド
ゥ
ア
ル
テ
国
連
上

級
代
表
（
軍
縮
担
当
）
を
は
じ

め
27
カ
国
75
人
の
海
外
代
表
が

参
加
し
た
。
大
会
実
行
委
員
会

に
は
保
団
連
も
加
盟
し
て
い

る
。
協
会
か
ら
加
藤
擁
一
副
理

事
長
、
口
分
田
勝
、
脇
野
耕
一

両
理
事
、
井
村
春
樹
先
生
ら
６

人
が
参
加
し
、
武
村
義
人
副
理

事
長
と
広
川
恵
一
理
事
か
ら
託

さ
れ
た
折
り
鶴
を
「
原
爆
の
子

の
像
」
に
供
え
た
。
口
分
田
理

事
の
感
想
を
紹
介
す
る
。

懇
親
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

　

３
日
目
は
、
辺
野
古
や
普
天

間
な
ど
の
米
軍
基
地
を
中
心
に

案
内
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

辺
野
古
で
は
移
設
反
対
運
動
を

さ
れ
て
い
る
住
民
の
方
に
、
こ

れ
ま
で
の
経
緯
や
展
望
な
ど
を

伺
い
ま
し
た
。

　

今
回
の
ツ
ア
ー
で
強
く
感
じ

た
こ
と
は
、
テ
レ
ビ
や
新
聞
な

ど
は
、
表
面
的
か
つ
断
片
的
な

情
報
の
み
を
繰
り
返
し
流
し
て

い
る
だ
け
な
の
で
、
そ
れ
だ
け

で
は
実
情
は
わ
か
ら
な
い
と
い

う
こ
と
で
す
。
そ
の
背
景
も
含

め
た
正
確
な
知
識
を
基
に
し
な

い
議
論
は
、
意
味
が
あ
り
ま
せ

ん
。
一
度
沖
縄
に
行
っ
た
か
ら

と
い
っ
て
す
べ
て
が
わ
か
る
わ

け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
沖
縄

問
題
や
平
和
を
考
え
る
上
で
の

基
礎
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

ご
冥
福
を
お
祈
り

 

申
し
上
げ
ま
す
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感

想

文

県政を動かした
運動を確信に

　

尼
崎
支
部
も
加
盟
す
る
「
県

立
塚
口
病
院
の
存
続
と
充
実
を

求
め
る
会
」
は
８
月
１
日
、
尼

崎
市
さ
ん
さ
ん
タ
ウ
ン
で
第
３

回
総
会
を
開
催
し
、
市
民
ら
60

人
が
参
加
し
た
。
協
会
か
ら
は

八
木
秀
満
副
理
事
長
、
綿
谷
茂

樹
理
事
が
参
加
し
た
。

　

基
調
報
告
で
宮
田
静
則
事
務

局
長
は
、
同
会
の
運
動
が
「
県

立
尼
崎
病
院
に
一
部
統
合
し
塚

口
病
院
は
廃
止
」
と
し
た
当
初

の
県
の
方
針
を
覆
し
、
新
病
院

建
設
、
両
病
院
跡
地
に
２
０
０

床
規
模
の
医
療
・
福
祉
施
設
の

誘
致
へ
と
、
市
民
の
声
を
一
定

反
映
さ
せ
た
こ
と
を
確
信
に
、

今
後
も
運
動
を
強
め
よ
う

と
訴
え
た
。
当
面
の
県
へ

の
要
望
と
し
て
は
、〝
断

ら
な
い
救
急
〞
を
め
ざ
し

た
新
病
院
建
設
の
基
本
構

想
の
実
現
、
両
病
院
跡
地

へ
の
有
床
の
医
療
機
関
設

置
、
塚
口
病
院
の
当
面
必

要
な
医
師
確
保
な
ど
を
挙

げ
た
。

　

ま
た
、
会
の
名
称
を

「
県
立
塚
口
病
院
の
充
実

と
尼
崎
市
及
び
阪
神
地
域

の
医
療
を
考
え
る
会
」
と

変
更
し
、
阪
神
地
域
の
広

範
な
市
民
と
と
も
に
運
動
し
て

い
く
方
針
が
確
認
さ
れ
た
。

　

役
員
体
制
は
、
代
表
に
畠
中

正
昭
協
会
評
議
員
、
副
代
表
に

綿
谷
茂
樹
協
会
理
事
、
船
越
正

信
尼
崎
医
療
生
協
理
事
長
が
再

任
さ
れ
た
。

今後も阪神間の医療改善に取り組むと確認

　

西
宮
・
芦
屋
支
部
は
７
月
10

日
、
西
宮
市
立
勤
労
会
館
で
第

30
回
支
部
総
会
・
記
念
市
民
公

開
講
演
会
「
民
族
音
楽
の
旅
」

を
詩
人
で
ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ
ン
の

ロ
ビ
ン
・
ロ
イ
ド
氏
を
講
師
に

開
催
し
、
会
員
・
市
民
ら
２
０

５
人
が
参
加
し
た
。
司
会
を
務

め
た
坂
尾
福
光
先
生
の
感
想
文

を
紹
介
す
る
。

　

「
誰
も
が
聞
い
て
い
る
と
、

気
持
ち
が
和
ら
い
だ
り
、
元
気

が
出
て
き
た
り
す
る
音
楽
。
そ

の
飾
ら
な
い
音
色
で
多
く
の
人

に
親
し
ま
れ
て
い
る
の
が
、
民

族
楽
器
に
よ
っ
て
奏
で
ら
れ
る

音
楽
で
す
」。
親
し
み
深
く
笑

顔
が
素
敵
な
ロ
ビ
ン
さ
ん
は
流

暢
な
日
本
語
で
語
っ
て
く
れ

た
。

　

米
国
（
シ
カ
ゴ
が
あ
る
）
イ

リ
ノ
イ
州
で
生
ま
れ
育
ち
、
幼

い
頃
か
ら
音
楽
、
特
に
「
音
」

に
深
く
興
味
を
持
ち
、
高
校
時

代
か
ら
民
族
音
楽
に
目
覚
め
た

そ
う
だ
。
世
界
50
カ
国
を
回

り
、
国
・
地
域
に
数
カ
月
単
位

で
滞
在
し
、
現
地
の
人
々
と
一

緒
に
生
活
を
し
な
が
ら
肌
で
民

族
の
音
楽
を
会
得
し
て
き
た
。

　

静
か
に
照
明
が
落
と
さ
れ
た

２
０
０
人
を
超
え
る
聴
衆
の
後

ろ
の
席
か
ら
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン

の
縦
笛
を
静
か
な
音
色
で
奏
で

て
入
場
。
筒
も
穴
も
な
い
と
い

う
単
な
る
１
本
の
棒
の
、
不
思

議
に
も
息
使
い
だ
け
に
よ
る
清

ら
か
な
高
い
音
、
軟
ら
か
い
低

い
音
に
聞
き
入
っ
て
し
ま
う
。

お
年
寄
り
の
施
設

や
障
害
を
持
つ
方

た
ち
の
た
め
の
音

楽
療
法
を
実
践

し
、
普
及
に
努
め

ら
れ
て
い
る
。

　

身
の
回
り
に
あ

る
自
然
の
物
す
べ

て
、
例
え
ば
木
、

竹
、
石
、
草
、
木

の
実
、
豆
、
金
物

な
ど
が
ロ
ビ
ン
さ

ん
に
と
っ
て
は
楽

器
に
変
身
す
る
。

森
林
の
中
で
の
鳥

さまざまな楽器を演奏するロイド氏

の
さ
え
ず
り
、
風
の
さ
さ
や

き
、
打
ち
寄
せ
る
波
の
戯
れ
、

雨
音
の
癒
し
等
を
交
え
な
が

ら
、
澄
ん
だ
音
色
の
笛
で
奏
で

る
曲
。

　

ア
フ
リ
カ
の
サ
ハ
ラ
砂
漠
で

の
、
ま
ぶ
し
い
ほ
ど
の
星
が
水

平
線
か
ら
満
天
に
輝
く
夜
空
の

体
験
談
が
印
象
的
だ
っ
た
。

　

京
都
に
落
ち
着
い
て
20
年
、

日
本
の
尺
八
も
素
晴
ら
し
か
っ

た
。

　

最
後
に
手
作
り
の
シ
ロ
フ
ォ

ン
（
木
琴
）
で
、
夫
婦
が
争
い

を
始
め
、
終
わ
り
に
は
仲
む
つ

ま
じ
く
収
ま
る
ス
ト
ー
リ
ー
を

演
じ
、
参
加
者
の
笑
い
で
ロ
ビ

ン
さ
ん
の
ラ
イ
ブ
＆
ト
ー
ク

を
、
皆
さ
ん
の
感
銘
、
共
感
、

感
動
と
満
足
の
う
ち
に
終
了
し

た
。
音
楽
療
法
、
癒
し
の
音
楽

を
存
分
に
楽
し
む
こ
と
が
で
き

た
。

　

ロ
ビ
ン
さ
ん
を
招
待
し
て
い

た
だ
い
た
広
川
恵
一
先
生
に
深

く
感
謝
申
し
上
げ
る
。

 

【
西
宮
市　

坂
尾　

福
光
】

　

歯
科
部
会
は
７
月
11
日
に
協

会
会
議
室
で
、
歯
科
経
営
研
究

会
「
増
患
対
策
と
最
先
端
レ
セ

コ
ン
の
実
際
〜
自
主
記
帳
に
ふ

れ
て
」
を
開
催
、
39
人
が
参
加

し
た
。
参
加
者
の
感
想
文
を
紹

介
す
る
。

　

３
人
の
講
師
の
先
生
方
か
ら

講
演
が
あ
り
ま
し
た
。

　

ま
ず
最
初
の
講
師
は
、
大
阪

市
西
成
区
で
ご
開
業
の
寺
嶋
洋

幸
先
生
で
し
た
。
寺
嶋
先
生
は

約
20
年
前
に
、
お
父
様
か
ら
少

し
困
難
な
医
院
を
引
き
継
が
れ

ま
し
た
。
引
き
継
が
れ
た
時
点

で
は
、
チ
ェ
ア
ー
２
台
で
１
日

来
院
患
者
数
10
人
強
で
し
た

が
、
今
で
は
チ
ェ
ア
ー
９
台
で

１
日
来
院
患
者
数
は
１
０
０
人

を
超
え
て
い
る
よ
う
で
す
。

　

寺
嶋
先
生
自

身
の
お
人
柄
、

向
上
心
の
す
ば

ら
し
さ
が
随
所

に
う
か
が
え
ま

し
た
。
院
長
と

し
て
心
よ
り
尊

敬
い
た
し
ま
し

た
し
、
ぜ
ひ
見

習
わ
せ
て
い
た

だ
き
た
い
と
思

い
ま
し
た
。
１

時
間
の
講
演
時

間
は
大
変
短
く

感
じ
、
も
っ
と

も
っ
と
お
話
を

伺
い
た
い
と
思
い
ま
し
た
。

　

２
番
目
の
講
師
は
、
西
宮
市

で
ご
開
業
の
加
藤
隆
久
先
生
で

し
た
。
加
藤
先
生
は
医
院
経
営

を
圧
迫
す
る
経
費
で
あ
る
レ
セ

コ
ン
の
費
用
に
つ
い
て
の
提
案

で
し
た
。

　

レ
セ
コ
ン
は
実
に
多
く
の
会

社
か
ら
販
売
さ
れ
て
お
り
ま

す
。
そ
の
中
で
も
特
に
費
用
を

抑
え
る
こ
と
の
で
き
る
レ
セ
コ

ン
に
つ
い
て
の
具
体
的
な
商
品

名
、
使
い
方
な
ど
に
つ
い
て
お

話
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
目
か
ら

う
ろ
こ
の
ビ
ッ
ク
リ
レ
セ
コ
ン

で
し
た
。

　

３
番
目
の
講
師
は
、
神
戸
市

西
区
で
ご
開
業
の
吉
岡
正
雄
先

生
で
し
た
。
吉
岡
先
生
か
ら

は
、
年
々
厳
し
さ
を
増
し
て
い

る
医
院
経
営
に
つ
い
て
の
お
話

で
し
た
。
医
院
経
営
に
お
け
る

見
落
と
し
が
ち
な
経
費
の
計
上

に
つ
い
て
、
ま
た
バ
ラ
エ
テ
ィ

ー
あ
ふ
れ
る
節
約
項
目
の
提
案

な
ど
、
開
業
医
な
ら
で
は
の
ア

イ
デ
ア
あ
ふ
れ
る
お
話
で
し

た
。

　

３
人
の
先
生
方
の
貴
重
な
お

話
は
参
考
に
な
る
こ
と
ば
か
り

で
嬉
し
か
っ
た
で
す
。
本
当
に

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
企
画
が
次
回
い

つ
ご
ろ
開
催
さ
れ
る
の
か
、
今

か
ら
楽
し
み
に
し
て
お
り
ま

す
。

【
姫
路
市
・
歯
科

 

津
田　

賢
治
】

講師の役立つ話に参加者は聞き入った

　

明
石
支
部
で
は
７
月
17
日
、
毎
年
恒
例
と
な
っ
た
納
涼
懇

親
会
を
開
催
し
た
。
今
年
は
、
明
石
市
役
所
内
の
レ
ス
ト
ラ

ン
で
開
催
し
、
５
医
療
機
関
か
ら
会
員
や
ス
タ
ッ
フ
ら
25
人

が
参
加
し
た
。
暑
い
日
が
続
く
中
、
参
加
者
は
明
石
海
峡
大

橋
を
眺
め
な
が
ら
涼
し
い
ひ
と
と
き
を
過
ご
し
た
。

　

協
会
は
６
月
27
日
に
「
勤
務

医
の
た
め
の
開
業
特
別
セ
ミ
ナ

ー
〜
決
断
ま
で
に
知
っ
て
お
き

た
い
開
業
の
基
礎
知
識
」
を
協

会
会
議
室
で
開
催
。
医
師
・
歯

科
医
師
ら
20
人
が
参
加
し
た
。

会
場
で
新
た
に
２
人
の
先
生
が

協
会
に
入
会
し
た
。

　

「
開
業
体
験
」
に
つ
い
て
、

医
科
は
中
島
ク
リ
ニ
ッ
ク
（
西

宮
市
）
の
中
島
敏
雄
先
生
、
歯

科
は
こ
う
歯
科
医
院
（
宝
塚

市
）
の
高
俊
永
先
生
が
、
開
業

経
緯
や
準
備
で
苦
労
し
た
経
験

を
話
題
提
供
し
、「
先
輩
開
業

医
の
実
際
の
話
が
聞
け
て
参
考

に
な
っ
た
」
と
参
加
者
か
ら
好

評
を
得
た
。

　

そ
の
ほ
か
「
開
業
資
金
計
画

の
作
り
方
と
資
金
調
達
」「
開

業
地
の
選
択
」
に
つ
い
て
、
コ

ン
サ
ル
タ
ン
ト
が
講
師
を
つ
と

め
、「
ス
タ
ッ
フ
募
集
・
面
接

・
採
用
の
ポ
イ
ン
ト
」
に
つ
い

て
社
会
保
険
労
務
士
の
桂
好
志

郎
氏
が
講
演
し
た
。
桂
氏
は
実

際
に
起
き
た
職
員
の
ト
ラ
ブ
ル

を
紹
介
し
な
が
ら
雇
用
管
理
の

ア
ド
バ
イ
ス
を
し
た
。

　

協
会
で
は
今

後
、
11
月
７
日
に

開
業
セ
ミ
ナ
ー
を

予
定
し
て
い
る
ほ

か
、
新
規
開
業
医

研
究
会
、
医
院
経

営
研
究
会
、
個
別

相
談
な
ど
を
行
っ

て
い
る
。
開
業
予

定
、
新
規
開
業
の

先
生
に
は
ぜ
ひ
ご

利
用
い
た
だ
き
た

い
。
お
問
い
合
わ

せ
は
、
☎
078―

393

―

１
８
１
７
ま

で
。

１日かけて開業に必要な知識を学んだ

日　時　９月23日（木・祝）14時～
会　場　協会会議室
講　師　協会理事・伊丹市開業
 川村　雅之先生
　　　　協会税経部長・西区開業
 吉岡　正雄先生
定　員　100人

勤務医のための開業セミナー

先輩の体験談
 参考になった

歯
科
経
営
研
究
会

感 想 文

開
業
医
な
ら
で
は
の

あ
ふ
れ
る
ア
イ
デ
ア

明石支部・納涼懇親会

明石海峡大橋ながめ明石海峡大橋ながめ
 バーベキュー バーベキュー

県立塚口病院の会・総会西宮西宮・・芦屋支部　第芦屋支部　第3030回総会回総会・・記念講演記念講演

民族音楽に

共感・感動

歯科部会・経営研究会

レセプト電算化への対応

スペシャルオリンピックス（※）支援コンサート
コバケンとその仲間たち
オーケストラ

お問い合わせは、　　　　　　
　☎078－393－1809　吉永まで

９月20日（月・祝）　14：00～
ポートピアホテル／ポートピアホール
入場券　4,000円

指　揮　小林研一郎
ソプラノ　池田理代子
バリトン　村田　孝高
演　目　「新世界」
「チゴイネルワイゼ
ン」「アイーダ凱旋
の行進曲」ほか

※知的発達障害者のスポーツ競技会
お問い合わせは、　　　　　　
　☎078－393－1801　小川まで

池田理代子
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　＝At the Pharmacy
 薬剤師の英会話②＝　

（２）副作用の注意
　　　Side eff ect① warnings②

　薬には副作用がつきものです。作用・
効果が強い薬ほど副作用も常に念頭に置
く必要があります。

（Case１）副作用などの注意点

薬剤師：It might cause side effects.
副作用が出る可能性があります。
You might have diarrhea / constipation.
下痢／便秘になる可能性があります。
You might feel thirsty.
のどが渇くことがあります。
①side effect：（薬の）副作用
②warnings：警告、注意
（Case２）眠気を催す薬、
　　　　　 または発疹が出たら

薬剤師：You might feel dizzy.  
めまいがする可能性があります。
You might feel drowsy/sleepy.
眠気がする可能性があります。
You mustn’t drive a car.
車を運転しないでください。
If you have a rash, stop taking the 
medicine.
発疹が出たら服用を中止してください。

（Case３）副作用の注意スキット

薬剤師：It might cause side effects.
副作用が出る可能性があります。
患者：What kinds of side effects do I 
have to watch out?
どんな副作用に注意すればいいですか。    
薬剤師：You might have diarrhea / 
constipation.③ 
下痢／便秘になる可能性があります。
患者：Can I drive?
車の運転は大丈夫ですか。
薬剤師：You might feel dizzy.
めまいがする可能性があります。
You must not drive a car.
車を運転しないでください。
③diarrhea/constipation：下痢／便秘
 【西宮市　坂尾　福光】
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診療内容向上研究会診療内容向上研究会 第461回

日　時　９月25日（土）17時～19時　 場　所　協会会議室
講　師　徳田　安春先生
　　　（筑波大学大学院人間総合科学研究科臨床医学系教授、
　　　　筑波大学附属病院水戸地域医療教育センター総合診療科）

アドバンスド身体診察法

の診療所において、研修医の身体診断スキル
の向上を意識した指導が、現場の指導医に求
められています。
　今回の研究会では、アドバンスド身体診察
と題し、臨床現場で即役に立つ身体診断スキ
ルに焦点を当て、実際にデモンストレーショ
ンを加味しながら、参加者の先生方とともに
これらの指導法をレビューしていきます。
 【徳田　記】

　グローバル医療シーンにおいて、高度な身
体診断スキルを有する医師によって提供でき
る医療の質は高くなります。患者の体全体か
ら病気の状況を探り出すべく「視・打・触・
聴・嗅診」の「五診」を組み合わせることに
より、画像や検査データでは捉えられない決
定的な所見をしばしば拾い上げることができ
ます。
　また、臨床研修病院や大学附属病院のみな
らず、地域医療研修の現場となっている多く

※第19回日常診療経験交流会プレ企画

新
し
く
な
っ
た
協
会
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
の
魅
力
を
語
っ
た
川
村
先
生

ク
ア
ッ
プ
ニ
ュ
ー
ス
で
は
写
真

が
カ
ラ
ー
で
き
れ
い
に
見
ら
れ

る
こ
と
も
メ
リ
ッ
ト
で
す
。
バ

ッ
ク
ナ
ン
バ
ー
も
ア
ッ
プ
さ
れ

て
い
ま
す
の
で
、
必
要
に
応
じ

て
過
去
の
記
事
を
探
し
出
す
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　

も
う
一
つ
は
、
協
会
が
行
っ

て
い
る
各
種
の
企
画
、
事
業
、

サ
ー
ビ
ス
な
ど
を
、
テ
ー
マ
ご

と
に
、
わ
か
り
や
す
く
ア
ッ
プ

し
て
い
る
点
で
す
。
例
え
ば
税

務
調
査
に
つ
い
て
調
べ
た
い
場

合
は
、「
専
門
部
だ
よ
り
」
↓

「
税
経
部
だ
よ
り
」
と
進
ん
で

い
け
ば
関
連
の
記
事
を
見
つ
け

―
―

新
し
く
な
っ
た
サ
イ
ト
の

特
徴
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

　

一
つ
は
、
協
会
機
関
紙
「
兵

庫
保
険
医
新
聞
」
の
電
子
版
と

し
て
の
役
割
が
強
化
さ
れ
て
い

る
点
で
す
。
従
来
も
保
険
医
新

聞
は
サ
イ
ト
に
ア
ッ
プ
し
Ｐ
Ｄ

Ｆ
フ
ァ
イ
ル
で
閲
覧
が
可
能
で

し
た
が
、
今
回
さ
ら
に
新
聞
発

行
と
サ
イ
ト
へ
の
ア
ッ
プ
を
同

時
に
行
い
、「
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ

ニ
ュ
ー
ス
」
と
い
う
形
で
、
関

心
の
あ
る
記
事
を
手
軽
に
閲
覧

で
き
る
よ
う
に
し
ま
し
た
。
新

聞
は
通
常
白
黒
で
す
が
、
ピ
ッ

県下各支部の多彩な取り組みも閲覧できる

な
か
っ
た
講
演
会
・
研
究
会
の

模
様
を
ア
ッ
プ
す
る
な
ど
、
音

声
や
動
画
も
使
っ
た
内
容
を
盛

り
込
む
こ
と
も
検
討
中
で
す
。

　

も
ち
ろ
ん
、
未
入
会
の
先
生

も
サ
イ
ト
を
通
じ
て
協
会
の
事

出
し
た
も
の
ま
で
Ｐ
Ｄ
Ｆ
版
で

見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

―
―

こ
れ
か
ら
多
く
の
先
生
方

に
利
用
し
て
も
ら
い
、
よ
り
充

実
し
た
サ
イ
ト
へ
と
展
開
し
て

い
く
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　

サ
イ
ト
と
し
て
は
ま
だ
ま
だ

改
善
し
て
い
く
余
地
が
あ
る
と

思
い
ま
す
。
サ
イ
ト
上
で
も
意

見
を
募
っ
た
り
、
協
会
メ
ー
リ

ン
グ
リ
ス
ト
「
Ｈ
Ｈ
Ｋ
」
と
連

携
さ
せ
る
な
ど
、
ウ
ェ
ブ
な
ら

で
は
の
双
方
向
性
を
い
か
し
た

サ
イ
ト
作
り
も
模
索
中
で
す
。

　

ど
の
よ
う
な
動
作
環
境
で
も

ス
ト
レ
ス
な
く
閲
覧
い
た
だ
け

る
よ
う
、
ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ
は
で

き
る
だ
け
早
く
表
示
で
き
る
よ

う
工
夫
し
て
い
ま
す
。
先
生
方

の
パ
ソ
コ
ン
の
「
お
気
に
入

り
」
に
登
録
し
て
、
積
極
的
に

活
用
し
て
い
た
だ
き
、
ご
意
見

も
ど
ん
ど
ん
寄
せ
て
い
た
だ
き

た
い
と
思
い
ま
す
。
も
ち
ろ
ん

リ
ン
ク
フ
リ
ー
で
す
！

―
―

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。

協
会
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
は
「
兵
庫

県
保
険
医
協
会
」
で
検
索
す
る

か
、

http://w
w
w
.hhk.jp/ 

へ

業
に
興
味
を
持
っ
て
い
た
だ

き
、
入
会
に
つ
な
が
る
よ
う
に

も
工
夫
し
ま
す
。

―
―

広
く
一
般
の
市
民
や
患
者

さ
ん
に
ア
ピ
ー
ル
す
る
内
容
も

豊
富
な
よ
う
で
す
ね
。

　

「
保
険
で
よ
り
良
い
歯
科
医

療
」
の
運
動
や
「
患
者
窓
口
負

担
大
幅
軽
減
」
の
請
願
署
名
な

ど
、
医
療
従
事
者
や
患
者
・
国

民
と
の
連
携
が
必
要
な
取
り
組

み
に
多
く
の
方
が
協
力
し
て
も

ら
え
る
よ
う
、
積
極
的
に
情
報

発
信
し
て
い
き
ま
す
。
混
合
診

療
な
ど
医
療
・
社
会
保
障
に
関

す
る
協
会
の
政
策
や
見
解
が
閲

覧
で
き
、「
ど
う
す
る
？　

日

本
の
医
療
費
」
な
ど
最
新
の
政

策
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
か
ら
過
去
に

ら
れ
ま
す
し
、
サ
イ
ト
内
検
索

で
「
税
務
調
査
」
と
キ
ー
ワ
ー

ド
入
力
し
て
探
す
こ
と
も
で
き

る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　

そ
の
ほ
か
各
種
研
究
会
や
楽

し
い
文
化
企
画
な
ど
保
険
医
新

聞
で
取
り
上
げ
き
れ
な
い
県
下

各
支
部
の
話
題
も
載
せ
、
地
域

間
の
交
流
に
役
立
つ
よ
う
に
し

て
い
く
つ
も
り
で
す
。

―
―

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
に
伴
い
、

「
会
員
ペ
ー
ジ
」
が
新
設
さ
れ

ま
し
た
。

　

会
員
ペ
ー
ジ
に
は
、
保
険
医

協
会
に
入
会
し
て
い
る
か
ら
こ

そ
得
ら
れ
る
、
保
険
診
療
や
臨

床
研
究
、
医
院
経
営
な
ど
の
有

益
な
情
報
が
満
載
で
す
。
ま

た
、
都
合
が
つ
か
ず
参
加
で
き

電
子
版
「
保
険
医
新
聞
」

電
子
版
「
保
険
医
新
聞
」

協会の新しい〝顔〟へ協会の新しい〝顔〟へ
ウェブサイトをリニューアルウェブサイトをリニューアル

第28回在宅医療研究会
日　時　10月９日（土）15時～16時45分　 会　場　協会会議室
講演①　「気管カニューレ管理の基礎知識」
講　師　西宮市・つちやま内科クリニック　院長
　　　　土山　雅人先生
講演②　「これだけは知っておきたい呼吸リハビリテーションの基礎」
講　師　甲南女子大学看護リハビリテーション学部理学療法学科　教授
　　　　間瀬　教史先生
司　会　篠山市・たなかホームケアクリニック　保健師　森井まゆみ氏
定　員　100人（申込順）　  参加費　無料

地域医療部

お申し込み・お問い合わせは、☎078－393－1803　長澤まで

必
要
な
情
報
も
簡
単
検
索

必
要
な
情
報
も
簡
単
検
索

　

協
会
は
公
式
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
を
８
月
23
日
か
ら
全
面
リ
ニ

ュ
ー
ア
ル
し
た
。
開
業
医
生
活
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
協
会
の
新

し
い
〝
顔
〞
と
、
広
く
市
民
へ
情
報
発
信
し
て
い
く
ツ
ー
ル

に
つ
い
て
、
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
部
の
川
村
雅
之
部
長
に
イ

ン
タ
ビ
ュ
ー
し
た
。 

（
聞
き
手
は
編
集
部
）

情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
部

情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
部

川
村
部
長
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

川
村
部
長
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

審査･指導相談日 ●９月９日（木）15時～
●協会５階会議室

※医科は事前予約制 ☎078－393－1803まで　歯科は随時 ☎078－393－1809まで
※ 「指導通知」 が届いたら、 まず保険医協会にご連絡ください。 
※ 『月刊保団連』 同封の 「保険審査相談用紙」 をご利用ください。 
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子宮頸癌の予防ワクチン
神戸市立医療センター中央市民病院　産婦人科部長　 北　正人先生講演

はじめに
　子宮頸癌は、予防できる癌です。その
理由は、①原因が発癌性ヒト・パピロー
マ・ウイルス（HPV）であると分かって
いる、②前癌病変が異形性という病態と
して存在することがわかっている、③そ
の前癌状態を早期発見するための有効な
検査法が細胞診、HPV－DNA検査として
確立している、④予防ワクチン（HPVワ
クチン）が実用化されている、以上で
す。
　しかし、全ての子宮頸癌がワクチンで
予防できるわけではありません。したが
って、ワクチン接種後も検診は大切で
す。

早期発見が可能な子宮頸癌
　子宮頸癌は、検診の普及に伴い早期発
見が可能となり、早期に発見されれば高
い治癒率（０期ならほぼ100％、１期で
約90％）が得られることから、近年死亡
数の減少が見られます。しかし、子宮頸
癌は女性の癌の中でみると、世界中で第
２番目に多く発生している癌であり、日
本でも毎年約8000人が罹患し、進行期で
の治癒率はいまだ悪いため（３期で50
％、４期で15～20％）、約2500人が子宮
頸癌で亡くなっています。
　特に近年、20歳代、30歳代の若年女性
の発生数、死亡数の増加がみられ、それ
ぞれの年代において最も頻度の高い癌と
なっています。

HPV感染が原因
　子宮頸癌は、発癌性ヒト・パピローマ
・ウイルス（HPV）の感染が原因です。
発癌性HPVは性交渉によって感染します
が、特別な人だけが感染するのではな
く、ほとんどの女性が一生に一度は感染
すると言われているほど一般的なウイル
スです。
　ウイルス感染を起こした女性のごく一
部が発癌すると考えられており、感染か
ら発癌までも通常は数年以上のゆっくり
とした経過をたどります。発癌性HPVの
うち、子宮頸癌から最も多く見つかるタ
イプは、16型と18型で、子宮頸癌のう
ち、約８割を占める扁平上皮癌の原因の
７割がこのウイルスによるものと考えら
れています。また、HPVが原因であるこ
とは少ないと考えられていた腺癌も、
HPVが原因である場合が多いことも明ら
かにされつつあります。

ワクチンは感染予防
　このたび日本でも発売認可された子宮
頸癌予防ワクチンは、この二つの型の
HPV感染を防ぎます。ワクチンの型が一
致する場合には、100％近い有効率が報
告されています。また、感染性のない人
工のウイルス様粒子を抗原として用いて
いるので、安全性の高いワクチンと考え
られています。
　ただし、このワクチンは感染を防ぐワ
クチンであり、感染を起こしたウイルス
を駆逐する効果はありません。したがっ

て初感染する前に接種する方が有効であ
ることから、100カ国以上の諸外国では
９～16歳の女児に対して優先的に接種が
行われています。
　日本でも、日本産科婦人科学会、日本
小児科学会、日本婦人科腫瘍学会が、11
～14歳の女児に対して優先的に接種する
ことを勧めています。また、HPVは、自
然感染による免疫反応が弱く何度でも再
感染することから、15～45歳までの女性
に対してもワクチン接種をすることが勧
められています。
　医療経済的に検討した場合も、日本で
12歳女児全員に無料でワクチン接種した
場合、全体で190億円の医療費が抑制さ
れると報告されています。そのため、世
界的に全額公費負担で接種を施行してい
る国が多いのです。日本でも、市町村レ
ベルで公費助成の動きが広がっていま
す。

HPVワクチンの問題点
　HPVワクチンの問題点としては、以下
のような項目があげられます。
①副作用はないか？
　現時点で公式な重篤な副作用の報告は
ありませんが、世界的に非常にたくさん
の女性が今後受けると予想されるワクチ
ンです。これまでのワクチン接種の経験
を踏まえて、世界的な監視・情報開示が
必要であり、われわれ医療従事者も常に
関心を持ち続けなければなりません。
②何歳でワクチン接種を行うか？
　医学的効果を考えると中学入学前が理
想的ですが、性交渉により感染するウイ
ルスに対するワクチン接種時に、性教育
はどうするのか検討されなければなりま
せん。性教育としては中学入学後が適当
かもしれませんが、任意接種のままでは
経験的に中学生での接種率は上がらない
と言われています。
③有効期限は何年か？
　理論上は20年以上十分な抗体価が持続
すると言われていますが、今後、経時的
な検証が必要です。どれだけ抗体価が下
がると危険かというデータもありませ
ん。12歳で接種して、30歳代後半以降に
抗体価が下がってHPV感染を起こし、40
歳以降で発癌患者が増えるようなことが
あってはなりません。
④誰がワクチン接種を行うか？
　小・中・高校生が受診しやすく、ワク
チン接種にも慣れているのは小児科医・
内科医でしょう。一方、正しい啓蒙・説
明・検診などは産婦人科医でなければで
きません。接種率の向上とその後の検診
を欠かさないためにも各分野の医師の協
力が必要です。
⑤ワクチン接種をどこで行うか？
　現時点では、接種はクリニック・病院
などで行われていますが、接種率を上げ
るためには、他のワクチン同様、学校で
の一斉接種が検討されなければなりませ
ん。
⑥費用負担は？
　公費負担にしないと接種率は上がらな
いことは、自己負担である韓国が、接種

率が１割以下であることなどからも証明
されています。地方自治体だけでなく、
国レベルの費用援助が必要でしょう。
⑦頸癌に所得格差・情報格差が関係する
危険性
　ワクチンが公費負担となり、十分な情
報提供がなされ、学校などでの一斉接種
がなされなければ、所得が少ない・情報
が得られにくい人が子宮頸癌にかかりや
すい人となってしまう危険性が十分あり
ます。
⑧日本人に特異的な型のHPVに対するワ
クチンの開発
　16型・18型以外のHPVウイルスで発症
する残り約３割の子宮頸癌も、さらに追
加の型のワクチンが開発されればより発
癌率は低くなります。また、発癌性HPV

検出頻度は国によって違います。市場規
模や安全性の問題がありますが、製薬メ
ーカーには将来的にぜひ取り組んでいた
だきたい課題です。
⑨ワクチンを接種しても検診は必要
　３割の子宮頸癌はワクチン接種でも予
防できません。また、抗体が終生維持さ
れるかも未確認です。また、すでにウイ
ルス感染を起こしている子宮・癌化しか
かっている、またはすでに癌化している
病変を治療することもできませんので、
定期的な子宮頸癌検診の受診がこれまで
通り必要です。ワクチン接種と検診両方
により、子宮頸癌の予防が可能なので
す。さらに、ワクチン接種とともに、先
進諸国に比べ極端に低い子宮頸癌検診受
診率の向上も重要な課題です。

〈患者〉国保・男性
〈診療年月〉2009年４月
〈傷病名並びに診療開始月〉
拡張不全型心不全、認知症　05年６月、
便秘症　08年１月、難治性胃潰瘍　08年
４月、逆流性食道炎維持療法　08年11
月、胃潰瘍再発　09年４月
〈実日数〉３日
〈請求内容〉

（12）再診料 　71×３
　　　外来管理加算 　52×３
（13）特定疾患療養管理料 　225×２
（14）訪問看護指示料　 300×１
（40）血液化学検査　21項目（項目名省略）
 　129×１
　　　末梢血液一般検査 　22×１
　　　血液採取（静脈）　 11×１
　　　血液学的検査判断料 　125×１
　　　生化学的検査Ⅰ判断料 　144×１
（80）処方せん料 　68×３
　　　特定疾患処方管理加算 　18×２

〈減点内容〉
　保険者からの「パリエット錠は20㎎１
錠→10㎎１錠の算定になると思われま
す。（逆流性食道炎の維持療法には１日
１回10㎎の投与になるため）」との再審
査申立理由により査定。
パリエット錠　20㎎→10㎎
　　　　　　　34×42→18×42
〈主治医の再審査請求理由〉
　難治性胃潰瘍（08／４／16）、逆流性
食道炎維持療法（08／11／12）、胃潰瘍
再発（09／４／３）
　09年３月24日の胃カメラ検査にて胃潰
瘍再発を確認、４月３日よりパリエット
20㎎を処方しています。

〈再審査請求結果〉
　「３月分のレセプトに胃カメラの算定
はありませんが…」との理由で「原審ど
おり」 。
〈協会コメント〉
　「パリエット錠20㎎」の投与期間が
「胃潰瘍・吻合部潰瘍・逆流性食道炎で
は８週間まで」とされており、再審査請
求書に記載されている「09年３月24日の
胃カメラ検査で胃潰瘍再発確認」がされ
ているのであれば20㎎の投与は認められ
るべきであると考えます。
　ただし、他院で胃カメラ検査を実施し
たことが、レセプトや再審査請求書では
不明なため「３月分のレセプトに胃カメ
ラの算定はありません」として原審どお
りとされたものと考えます。
　他院にてPPIが処方されていないこと
をご確認の上、他院で施行した胃内視鏡
検査で「胃潰瘍再発」を確認された旨を
ご記載いただいて、再度再審査請求をさ
れてはと思います。
　なお、「胃潰瘍再発」が確認されたの
であれば、「難治性胃潰瘍」は「中止」
としていただくなど病名整理にご留意く
ださい。
【お詫びと訂正】
　７月５日号「審査対策部だより」の
〈協会コメント〉の中に、「10月30日に
『逆流性食道炎』に対する『ガスポート
錠』を中止して、『慢性胃炎』に対する
『パリエット錠』を投与された…」とあ
るのは、「『慢性胃炎』に対する『ガスポ
ート錠』を中止して、『逆流性食道炎』
に対する『パリエット錠』」の誤りでし
た。お詫びして訂正いたします。

パリエット錠（20㎎→10㎎）の減点事例

薬科部第14回漢方研究会

患者との問診対話と舌診で
ここまでわかる漢方病態　第二弾薬剤師の漢方トレーニング

日　時　９月18日（土）16時～18時　 　　　　　会　場　協会会議室

講　師　命門堂漢方薬局　前田康男先生　　　　参加費　1,000円


